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本メルマガ配信を行っております< emagazine@opack.jp >は、配信専用アドレスです。

★付きのイベントは、ＯＰＡＣＫホームページ< https://www.opack.jp/ ＞内の
「九大学研都市トピックス」に各イベントのサムネイルを掲載しておりますので、
そちらからもご覧いただけます。
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－九大学研都市に関する団体・機関からお知らせ－

★【１】7月5日・12日・19日・26日 開催
九州大学アジア・オセアニア研究教育機構(Q-AOS)
「Brown Bag Seminar Series ～第102回・第103回・第104回・第105回～」

★【２】7月28日 開催
「福岡県水素グリーン成長戦略会議」令和５年度総会・講演会・交流会の開催に
ついて

★【３】7月31日 開催
“全国8都市・世界最高レベルの研究施設「ナノテラス」利用説明会”
（7/31九州大学会場）

★【４】8月2日・9月9日 開催
【九州大学ビジネス・スクール】 大学説明会・オープンキャンパスのご案内

【５】「技術系企業PR動画作成支援補助金」のご案内

┏━┳━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�
┃ ┃ 九州大学アジア・オセアニア研究教育機構(Q-AOS)
┃ ┃ ～Brown Bag Seminar Series～
┃１┃ 第102回『様々なライフステージでの健康づくりとその影響を考える』
┃ ┃ 第103回『脱炭素社会実現に向けた水素エネルギーの役割と課題』
┃ ┃ 第104回『授業における聴覚障害のある児童・生徒・学生への教育・支援のあり方』
┃ ┃ 第105回『知性の解放：自然知能と人工知能の新たな地平を探る』
┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�

◆Brown Bag Seminar Series（７月分）の御案内◆
◆概 要◆
九州大学アジア・オセアニア研究教育機構（Q-AOS）では「Brown Bag Seminar Series」
を2021年4月から毎週水曜日のランチタイムに開催しております。本学のアジア・オセア
ニア地域やSDGsに関連する最新の研究活動を多くの方に知っていただき、異分野研究
ネットワークや交流やきっかけの場を提供できればと思います。どなたでも気軽に御参加
いただける内容となっております。途中参加、途中退室もOKです。皆様の御参加をお待ち
しております。

---------------------------------------------------------------------
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＜各回共通＞
◆形 式◆ オンライン（Zoom Webinar）
◆言 語◆ 日本語・英語 （同時通訳あり。スライドやポスターも日英2言語対応）
◆定 員◆ 500名
◆対象者◆ どなたでも参加可能
◆参加費◆ 無料
◆詳 細◆ 下記URLをご覧ください
https://q-aos.kyushu-u.ac.jp/

◆問い合わせ◆ 九州大学IQ支援室
ＴＥＬ：092-802-2604
E-mail：iq-kenkyu@jimu.kyushu-u.ac.jp

─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・

第102回
◆タイトル◆『様々なライフステージでの健康づくりとその影響を考える』
（＊キーワード／健康づくり、メンタルヘルス、ライフステージ、幸福長寿）
◆日 時◆7月5日（水） 12時10分～12時50分
◆登壇者◆岸本 裕歩 准教授（基幹教育院 自然科学理論系部門）
◆参加申込◆下記URLより、お申し込み下さい。
https://zoom.us/webinar/register/WN_ADx0VcvVTMyy2h3_C6dx_g

─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・

第103回
◆タイトル◆『脱炭素社会実現に向けた水素エネルギーの役割と課題』
（＊キーワード／水素エネルギー、燃料電池、水電解、高分子電解質）
◆日 時◆7月12日（水） 12時10分～12時50分
◆登壇者◆西原 正通 教授（水素エネルギー国際研究センター）
◆参加申込◆下記URLより、お申し込み下さい。
https://zoom.us/webinar/register/WN_RdxnucfFT5iKjz96_zP_jQ

─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・

第104回
◆タイトル◆『授業における聴覚障害のある児童・生徒・学生への教育・支援のあり方』
（＊キーワード／聴覚障害、情報保障、ノートテイク）
◆日 時◆7月19日（水） 12時10分～12時50分
◆登壇者◆下中村 武 助教（基幹教育院）
◆参加申込◆下記URLより、お申し込み下さい。
https://zoom.us/webinar/register/WN_rr2LmLATTh-wFy3_dUtWaQ

─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・

第105回
◆タイトル◆『知性の解放: 自然知能と人工知能の新たな地平を探る』
（＊キーワード／知性の解放、人工知能、教育の改善、紛争解決、協調拡張推論）
◆日 時◆7月26日（水） 12時10分～12時50分
◆登壇者◆ダニロ ヴァスコンセロス 准教授（システム情報科学研究院 情報学部門）
◆参加申込◆下記URLより、お申し込み下さい。
https://zoom.us/webinar/register/WN_zuSpQ5SCSQeBpIWLM-mCHw

─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・
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・セミナーチラシ ： https://www.opack.jp/files/MagazineDetail_31041_file.pdf

┏━┳━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�
┃２┃「福岡県水素グリーン成長戦略会議」令和５年度総会・講演会・交流会の開催に
┃ ┃ ついて
┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�

◆概 要◆
水素はカーボンニュートラルに向けたキーテクノロジーとされており、県では産学官連
携組織「福岡県水素グリーン成長戦略会議」を立ち上げ、水素による経済と環境の好循環
「グリーン成長」を推進しています。
このたび令和５年度総会・講演会・交流会を開催し、経済産業省の水素政策小委員会の座
長も務められている九州大学の佐々木先生、グリーン水素の先進拠点を目指す豪州ニュー
サウスウェールズ州政府の駐日代表、先進的なプロジェクトに取り組む企業等にご講演い
ただきます。会員以外の皆様もご参加いただけますので、是非ご来場ください。

---------------------------------------------------------------------
◆日 時◆
令和５年７月28日（金）
14時00分～17時05分（総会・講演会）
17時15分～18時45分（交流会）

＊13時30分～
水素関連の製品開発に取り組む企業等による、展示ブースを設ける予定です。お時間が
ございましたら、お早めにご来場の上ご見学ください。

◆場 所◆
西鉄グランドホテル ２Ｆ
『鳳凰の間』 （総会・講演会）
『プレジールＡ』（交流会）

◆内 容◆
〇総会
・挨拶（戦略会議会長、県知事等）
・「令和4年度事業報告・令和5年度事業計画」

〇講演会
基調講演「水素社会構築に向けた福岡県への期待」
九州大学 副学長 佐々木一成 様

特別講演「NSW州の水素ポテンシャル、県との連携可能性」
豪州ニューサウスウェールズ州政府 駐日代表 マイケル・ニューマン 様

特別講演「カーボンニュートラルに向けた東芝の水素エネルギーソリューション」
東芝エネルギーシステムズ株式会社 水素エネルギー技師長 佐藤 純一 様

事例発表「福岡県内企業コンソーシアムによる『水素ファクトリーシステム』の開発」
トヨタ自動車九州株式会社 次世代事業室 山口 大介 様

〇交流会

◆対象者◆ 福岡県の水素関連の取組み等にご興味をお持ちの方

◆定 員◆ 300名

◆参加費◆
総会・講演会：無料
交流会：5,000円/人

◆申込期限◆ ７月24日（月）
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◆申込方法◆
福岡県水素グリーン成長戦略会議HPより申込
https://f-suiso.jp/event/event-1532/

◆問合せ◆
福岡県水素グリーン成長戦略会議事務局（福岡県商工部自動車・水素産業振興課内）
TEL：092-643-3448 ／ FAX：092-643-3847
E-mail：info@f-suiso.jp

・講演会チラシ ： https://www.opack.jp/files/MagazineDetail_31042_file.pdf

┏━┳━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�
┃３┃“全国８都市・世界最高レベルの研究施設「ナノテラス」利用説明会”
┃ ┃（7/31 九州大学会場）
┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�

◆概 要◆
現在、東北大学青葉山新キャンパス（宮城県仙台市）内に建設中の次世代放射光施設
「ナノテラス」が来年4月から運用開始される予定です。本説明会はナノテラスの本格運
用に向けて全国8都市で実施され、九州地区においては九州大学において開催されるもの
です。ナノテラスを広く産学官の方々に利用いただくことを目的に、学生や研究者、産業
界の方々に対して、利用方法を分かりやすく説明する内容となっており、また、現地参加
者限定の個別相談も行われる予定となっていますので、是非会場でご参加ください。

---------------------------------------------------------------------

◆日 時◆ 令和5年7月31日（月）13時00分～15時00分

◆場 所◆ 九州大学伊都キャンパス 稲盛財団記念館稲盛ホール
（アクセス）https://www.inamori-center.kyushu-u.ac.jp/access/index.html
※他会場の日時・場所につきましては、以下の文部科学省公式サイトをご覧く
ださい。
◆公式サイト◆ https://www.mext.go.jp/b_menu/gyouji/detail/mext_00049.html

◆施設紹介動画◆ https://www.youtube.com/watch?v=Shj3VjAEE2o

◆形 式◆ ハイブリッド開催（オンライン傍聴も可）

◆内 容◆
・ナノテラスの概要
・ナノテラス利用の全体像と共用制度について
・コアリション利用について
・ナノテラスを中核としたリサーチコンプレックス形成の取組みについて
・佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター（SAGA-LS）によるプレゼンテーション
・担当者との個別相談（現地参加者限定）

◆対象者◆ どなたでもご参加いただけます。（学術界・産業界など）

◆定 員◆ 現地参加：280名、オンライン傍聴：500名

◆参加費◆ 無料

◆申込期限◆ 令和5年7月30日（日）13時00分

◆申込方法◆ 以下の参加登録フォームよりお申込みください。
https://forms.office.com/r/Kn4NAzjDQs

◆主 催◆ 文部科学省
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◆共 催◆ 量子科学技術研究開発機構（QST）、光科学イノベーションセンター（PhoSIC）、
東北大学

◆問い合わせ◆
文部科学省研究環境課
TEL: 03-6734-4098 Email: research-env@mext.go.jp

・説明会ポスター ： https://www.opack.jp/files/MagazineDetail_31043_file.pdf

┏━┳━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�
┃４┃【九州大学ビジネス・スクール】大学説明会・オープンキャンパスのご案内
┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�

◆概 要◆
九州大学ビジネス・スクール（QBS）では2024年4月入学希望者のための大学説明会お
よびオープンキャンパスを下記の通り開催いたします。会場ではQBSの概要説明、教員に
よる「模擬講義」や「学生の声を聞く」と題して、修了生・在校生にご登場いただき、仕
事と学業の両立、QBSに入学することのメリット等の体験談を聞くことができるプログラ
ムをご用意しております。
ぜひこの機会にQBSでの学びに触れてみませんか。皆様のご参加を心よりお待ちいたし
ております。
なお、会場からZOOMによるライブ配信を実施いたします。当日会場にお越しいただくこ
とが難しい方は、オンラインでご参加いただけます。

---------------------------------------------------------------------

◆日 時◆
①2023年8月2日（水）19時00分～21時15分
�2023年9月9日（土）14時00分～16時15分

◆場 所◆
①JR博多シティ10階大会議室（ABCD）
https://www.jrhakatacity.com/communicationspace/meetingroom/access.html

②九州大学伊都キャンパス イースト２号館D-105教室
https://www.kyushu-u.ac.jp/f/38753/2020ito_jp.pdf
＊キャンパスマップ81番「イースト2号館」1階

◆内 容◆
・QBSの概要説明
・模擬講義
①8/2（水）
平野 琢 准教授「企業不祥事はなぜ起きるのか？～企業不祥事の発生メカニズム～」
�9/9（土）
高田 仁 教授「先が読めない時代の事業計画の作り方」
・在校生/修了生の声を聞く
・質疑応答

◆対象者◆
①出願時に企業・官公庁等において原則として2年以上の実務経験を有する社会人。
または②出願時に大学又は大学院に在学する者。（若干名）

◆定 員◆ 各回120名程度(オンライン参加含む)

◆参加費◆ 無料

◆申込期限◆
各開催日の前日まで
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（※定員に達した際は、早めに終了する場合がございます）

◆申込方法◆
下記申込フォームよりお申込み下さい。
「会場参加」もしくは「オンライン参加」をお選びください。
https://qbs.kyushu-u.ac.jp/form-sys/

◆問い合わせ◆
QBS支援室
E-mail：qbs★econ.kyushu-u.ac.jp
※★を@に変えて送信してください。

┏━┳━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�
┃５┃「技術系企業PR動画作成支援補助金」のご案内
┗━┻━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━�

◆概 要◆
福岡県の成長産業や基幹産業における人材確保を支援するため、福岡県内に本社又は主た
る事務所を有する、半導体、デジタル、自動車、ものづくり分野の技術系企業が自社の魅
力や優れた技術、将来性を若者等にPRする動画の作成を支援します。
---------------------------------------------------------------------
◆交付対象者◆
福岡県内に本社又は主たる事業所を有する技術系企業又は技術系企業の代表者

◆補助率・補助上限◆
補助率 １／２以内
補助上限 １０万円
＊令和５年度において同一の者が交付申請することができるのは一回限りです。

◆補助対象事業◆
自社ＰＲ動画の作成
※長さは概ね１０分程度としますが、本数は問いません。

◆補助対象となる事業期間◆ 交付決定後～令和６年３月３１日（日）

◆補助対象経費◆
ＰＲ動画を作成するために必要な経費のうち、知事が必要かつ適当と認めたもの。
ただし、消費税等の租税は除く。

◆その他詳細◆
（福岡県ホームページ）
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/r5technology-prdoga.html

◆申請期限◆
令和5年12月28日（木) 17時必着

◆申込方法◆
所定の申請書（県のホームページからダウンロード）に必要事項を記入し、添付書類を添
えて、商工部商工政策課技術人材育成室へ郵送又は持参ください。

◆申請・問い合わせ◆
福岡県 商工部 商工政策課 技術人材育成室
〒812‐8577 福岡市博多区東公園７番７号
TEL：092－643－3415

・PR動画作成支援補助金チラシ ： https://www.opack.jp/files/MagazineDetail_31045_file.pdf
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-------------------------- 事 務 局 か ら の お 願 い ＆ お 知 ら せ --------------------------

◆九大学研都市メールマガジン会員募集中◆
公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構（OPACK）では、メールマガジン会員を随
時募集しております。ダイナミックに変貌を遂げつつある九大学研都市エリアの最新情報を
メールマガジンにて毎月お届けしています。
産学連携、研究施設、企業立地など、九大学研都市に関する情報に関心のある方に是非お
知らせください。

◆詳細◆

http://www.opack.jp/files/TopicDetail_45_file.pdf

◆新規のご登録はこちらから◆

https://www.opack.jp/users/add

◆設定変更等◆
本メールマガジンはメルマガ会員にご登録いただいた方や、ＯＰＡＣＫの各セミナー等に
ご参加いただいた方あてに配信させていただいております。
メルマガ会員登録内容変更、登録解除、パスワード忘れ、などは下記URLをご参照くださ
い。

https://www.opack.jp/users/delete

または、下記へお問い合わせください。
�info@opack.jp
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Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

                               7 / 7

http://www.tcpdf.org

